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ひみつ１  なぜ「風祭
かざまつり

川
がわ

」っていうの？ 

むかし、この川で「風祭
かざまつり

」のお祭
まつ

り（＝神事
しんじ

）が行
おこな

われました。 

「風祭
かざまつり

」とは、風
かぜ

をしずめ、五穀
ごこく

豊穣
ほうじょう

を願
ねが

うお祭
まつ

りです。そのため、この川を「風祭
かざまつり

川
がわ

」と呼
よ

ぶよう

になりました。川の中には、いくつかの石があり、こ

こを『祭壇
さいだん

』として祈
いの

り続
つづ

けてきました。 

 このお祭
まつ

りは、古くから続
つづ

いていましたが、今はや

らなくなってしまいました。祭
さい

司
し

を任
まか

されていた、宮
みや

崎
ざき

家
け

には、古
こ

文
もん

書
じょ

や宝
ほう

剣
けん

が残
のこ

されています。 
 

◇ことばの説明 
○風
かぜ

をしずめる・・・立春
りっしゅん

（２月３日か４日頃
ごろ

）か

ら数
かぞ

えて２１０日目（９月１日頃
ごろ

）を二百十日
にひゃくとおか

と

いい、イネの開花
かいか

の時期
じ き

になります。このころ台

風が多く来て、田畑に被害
ひがい

を及
およ

ぼしました。「ど

うか、風や雨で作物がだめになりませんように」

と祈
いの

りました。 
○五

ご

穀
こく

豊穣
ほうじょう

・・・５種類
しゅるい

の穀物
こくもつ

、イネ・ムギ・アワ・

キビ・マメを指
さ

します。それらが、豊
ゆた

かに実
みの

るこ

と、豊作
ほうさく

。 

○祭壇
さいだん

・・・祭
まつ

りを行
おこな

うために周
まわ

りより、１段
だん

高
たか

く

した場所 

○古
こ

文
もん

書
じょ

・・・昔の人が書きのこした記録 
○宝剣
ほうけん

・・・宝
たから

として大切にする貴重
きちょう

な剣
けん

 
 
 
 
 
 
 

 

ひみつ２ 「風祭
かざまつり

」が行
おこな

われたのは何時代
なにじだい

？ 

 宮崎家
みやざきけ

の宝剣
ほうけん

には「純鈎亭
じゅんこうてい

」という名前が付いて

います。下の写真
しゃしん

のように宝剣
ほうけん

には、刀の両方に刃
は

が

付いています。 

 江戸時代の古文書
こもんじょ

には、おとろえてしまった

「風祭
かざまつり

」をまごころをこめて行
おこな

うこと、祭
まつ

りを行
おこな

う費用
ひよう

は、近くの村々から５両
りょう

出すことが書かれて

います。寄付
き ふ

金
きん

も多く集まり、祭りの道具も作られま

した。 

 それより古
ふる

い 文
もんじょ

書にも風祭
かざまつり

について書かれてい

ます。つまり、「風祭
かざまつり

」は室町
むろまち

時代
じだい

から、盛大
せいだい

に行
おこな

われていました。 

 

◇ことばの説明 

○純鈎亭
じゅんこうてい

・・・昔の中国（＝越
えつ

の国）の王様が作っ

た宝剣の名前（＝純鈎
じゅんこう

）をもらってつけた。 
○江戸時代・・・１６００年、徳川

とくがわ

家康
いえやす

が征夷
せいい

大将軍
たいしょうぐん

になる。１８６７年、政治を天皇にかえした。坂本
さかもと

龍
りょう

馬
ま

も活躍
かつやく

しました。 
○５両

りょう

・・・今の８万円ぐらい 
○室
むろ

町
まち

時代
じだい

・・・１３３８年に足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

が征夷
せいい

大将軍
たいしょうぐん

になる。１５７３年、室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

滅
ほろ

ぶ。一休さんも

いました。 
 
 
 
 
 
 
 
                         

宝剣
ほうけん

「純鈎亭
じゅんこうてい

」 
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下役ひかえ石 

 
ひみつ３  風祭

かざまつり

川
がわ

の石はどうならんでい

るの？ 
風祭
かざまつり

川
がわ

は、富丘
とみおか

小学校の北を流れ、河合
かわい

橋
ばし

をすぎ

た所で潤
うる

井川
いがわ

に合流
ごうりゅう

します。橋の上から上流を見る

と、風祭
かざまつり

川
がわ

の中央に大きな岩があります。これが「拝
おがみ

石
いし

」です。 
昔は、拝

おがみ

石
いし

から、二十間
にじっけん

の間に、十個の石があり

ました。これらの石を使って、「風祭
かざまつり

」が行われまし

た。 

残念
ざんねん

ながら、女石は洪水
こうずい

によって流され、今はあり

ません。 

 

◇ことばの説明 
○二十間・・・３８ｍ 

 
ひみつ４  風祭

かざまつり

川
がわ

はどこからどこまで？ 
    

 風祭
かざまつり

川
がわ

は、富士山の南側
がわ

を流れています。富士山

からの沢
さわ

が１０本集まって風祭
かざまつり

川
がわ

となります。 
 風祭
かざまつり

川
がわ

と呼
よ

ばれるようになるのは、宮原
みやはら

の宮沢
みやざわ

橋
ばし

から、潤
うる

井川
いがわ

に合流
ごうりゅう

する所までです。風祭
かざまつり

川
かわ

の

全長
ぜんちょう

は、１．９ｋｍになります。 
 
◇ことばの説明 
○沢
さわ

・・・山間
さんかん

の源流
げんりゅう

に近い谷川 
○宮沢
みやざわ

橋
ばし

・・・富士宮市宮原
みやはら

２８０の橋（県道
けんどう

 朝霧
あさぎり

・

富士宮線
せん

） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
間
（
３８
ｍ
） 

女石 
(流されて今はない) 

風祭川上流 

おんけ石 御膳
ごぜん

石 

ふわり石 

男石 

下男ひかえ石 

神馬
じんば

石 
(宝剣を立てた) 

拝石 

たて板石 

風祭川の石 
風祭川の位置 

風祭の行われた場所
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ひみつ５  風祭

かざまつり

川
がわ

にはどんな災害
さいがい

があった

の？ 
風祭
かざまつり

川
がわ

や潤
うる

井川
いがわ

では、昔からたびたび災害
さいがい

がおこ

りました。そのたび風や雨は、田畑や家に大きな被害
ひがい

を

もたらしました。富士宮市史の中から、潤
うる

井川
いがわ

流域
りゅういき

の

災害
さいがい

を見てみましょう。 
風祭
かざまつり

川
がわ

では、２００８年より護岸
ごがん

工事が始まりま

した。風祭
かざまつり

川
かわ

の石や、祭壇
さいだん

跡
あと

もきれいになりました。

今では、災害
さいがい

の心配もなくなりました。 
私たちは、これからも地域に残るこれらの史跡

しせき

やお

祭りを大切にしたいものです。 

 

◇ことばの説明 
○災害
さいがい

・・・台風や洪水によって引き起こされる災
わざわ

い

や被
ひ

害
がい

。 
○氾濫
はんらん

・・・川の水が堤防
ていぼう

からあふれでること。 
○洪水・・・大雨や雪解

ど

け水で川の水があふれ出すこ

と。 

○護岸
ごがん

工事・・・川の堤防
ていぼう

をしっかり作り、水害から

まわりの田畑や家を守ること。 

○史跡
しせき

・・・歴史
れきし

に関係する場所。 
 
 
 

 
 

 
◇潤
うる

井川
いがわ

流域
りゅういき

の災害
さいがい

 

 

◇『第１号・風祭
かざまつり

川
がわ

のひみつ』は、次の資料をもとに作りました。 
1 『富士の研究Ⅱ 浅間

せんげん

神社の歴史』 浅間
せんげん

神社社務所
しゃむしょ

 宮地亘一・廣野三郎／著 １９２９ 
2 『富士宮市史 下巻』 富士宮市史編纂

へんさん

委員会／富士宮市 １９８６ 
3 『風祭りの神事

しんじ

に関する古文書集
こもんじょしゅう

』 ふるさとの歴史
れきし

をたずねる会 
4 『青木区誌』 青木区誌編纂

へんさん

委員会／青木区 １９９８ 

5 『淀師
よどし

区誌』 淀師区編纂
へんさん

委員会／淀師区 ２０００ 
6  『富丘村誌』 富士郡富丘村 

7 『月の輪 第二号』 富士宮市郷土史
きょうどし

同好会／「壇跡風祭之事」 早川政義／著 １９８７ 
8 『月の輪 第二号』 富士宮市郷土史

きょうどし

同好会／「風祭遺跡」 佐野忠男／著 １９８７ 
9 『潤井川流路土』 富士砂防

さぼう

事務所 １９９３ 
10  『静岡県河川指定調査』 県土木河河川課 １９９６ 
11  『富士宮－中学校社会科地域学習資料－』 平成１９年度版富士宮市教育委員会 ２００７ 

12 『歴史を旅した石たち シリーズ１３７「風祭川と祭祀石」』 沢田政孝／著 １９９７ 

年 できごと 

1828 年 6 月

(文政
ぶんせい

11年) 
1851 年 6 月

(嘉
か

永
えい

4年) 
1884 年 2 月

(明治17年) 

1907 年 7 月

(明治40年) 

1908 年 7 月

(明治41年) 

1934年9月 

(昭和9年) 

1935年9月 

(昭和10年) 

1938年6月 

(昭和13年) 

1941年5月 

(昭和16年) 

 

1945年10月

(昭和20年) 

1949年10月

(昭和24年) 

大洪水により神田川が氾濫
はんらん

した。 
 

大暴風雨
ぼうふうう

により家がたくさん流され

た。農作物もほとんど全滅
ぜんめつ

した。 
大暴風雨
ぼうふうう

により大災害
さいがい

を受けた。 
 

大暴風雨
ぼうふうう

により芝川・潤井川・神田川

が氾濫
はんらん

した。道路や橋も多く壊
こわ

れた。

多くの川が氾濫
はんらん

して、橋や家が流され

た。死者11名。 

室戸
むろと

台風で多くの橋が流され、木が倒

された。 

300ミリ以上の大雨で川が氾濫
はんらん

した。

 

台風の影響
えいきょう

で 8日間大雨が降った。
最高雨量605ミリ。 

大雨と富士山の雪解
ど

け水とが重なっ

て潤井川の水があふれた。田畑に大き

な被害があった。 
台風により多くの川の水が増え、潤井

川の堤防
ていぼう

が壊れた。雨量480ミリ。 
風水害により身

み

延線
のぶせん

が不通になった。
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     風祭

かざまつり

川
がわ

「歩く博物館
はくぶつかん

」                 風祭
かざまつり

川
がわ

 祭壇
さいだん

跡
あと

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  拝

おがみ

石
いし

 
     富丘小にある風祭川の説明  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

宝剣を立てた神馬
じんば

石
いし

                 潤
うる

井川
いがわ

に流れ込む風祭
かざまつり

川
がわ

 
 


